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国森て備るのと」

第

１

平ア

安所立

成保場指指
の ４予の

定木 年林次 定

森林 の伐 月定森 施
業 日林に 採

号

北

農 海

林号 道

水） 告第 平産 示
成大 第条 十臣の 三か規 年ら 号定 四

び

有林伐計森限す及

、

は並。

林に採画林度る

。つをで
次にの

次いす定、び次

はこるの植と

のてるめ

のり

に、と標と栽お

図

で伐り方」

示主が準お

、

部にき期と法は

す伐

以る期省

分係る齢す・

限伐木上。間略

にる立

遠所い 方 要 びのつ 目の

役、

町は

軽在的件法て

のは

に別源伐

場紋水主

置軽ん択

え遠か、

備郡

てに

い町養伐

林伐計森限す及
縦国よ

。

林に採画林度るび

有
。つをでは並
次にの

次いす定、び次

はこるの植と

のてるめ

のり

に、と標と栽お

図

で伐り方」

示主が準お

、

部にき期と法は

す伐

以る期省

分係る齢す・

限伐木上。間略

にる立

法て

所い 方 要 のつ 目の

源伐

紋水主
、

は

在的件

軽ん択

遠か、

郡のは

別

に

町養伐

に

国よ

月よ 次

二る の

十通 よ

四知 う

日

。 をた 林っ 安あ 保が に

火

定
指

曜

び、

る採はの及し

る
す

）を当の樹そ

。種、も

面

め立す図

定該と種の

。所び

いの。及

な木る
町を

市類

る書

す係

在関

供。

に林。

覧有る

村北

す
示

）に

。図

るの

す次

採はの及し

る
限
に
分
部

の樹そ

。種、もび、

る

す図

定該と種の

）を当
いの。及

な木る面

め立

類

る書

す係

在関

。所び

。
林。

有る

村北

町を

市

す
知示
道に
海図

北の
次

る
限
に
堀分
部
事

日

法
林
森
、
旨

る
あ

で
定

予
和
昭

林

イ
市産

る水

係道

に海

町立次務

木 村間の部

におの山

の 森伐と次治

）
。

林

ア
次遠そ主 定

所立

場指指

他と 施のの軽の伐

定木

市産

る水

係道

に海

森町

４

林保

イ

町立次務安

木 村間の部林

の山定

の 森伐と次治予

也
）
達。

林にお

ア
次遠そ主 定

所立

場指指

他と 施のの軽の伐

定木
森町

３
第
律
法
年

山定

治予

部林

務安

林保

と」及 採 整係り図課 伐

遠 限

計森す及び の

備る
では度。軽

画林るび
と場

め次の役

定、次町

準おり備

標とおに

るの

、い

期とは置

伐り」え

業林のし の伐

齢す

有林伐 目の
に国森て 採

。つを

い林に採 方 要つ

てる

は次いす

的件法て
に、と

干主図はこ

、の
す伐で

のは示主が

害伐
分係る

備択部にき

防、

林 採 整係り図課森 伐

伐

す及びの の

備ると」及

在

画林るび遠所 限

計森
では度。軽

場紋

め次の役

定、次町
備郡

標とおに別

るのと
置軽

伐り」え遠

準おり

の伐

齢す、い町

期とは

業林のし

有林伐 目の
に国森て 採

。つを

い林に採 方 要つ

てる

は次いす

的件法て
に、と

土主図はこ

、の
す伐で

のは示主が

砂伐
分係る

出択部にき

流、

遠所

びの

及林

課森

の伐

備郡

に別

場紋

役
町

軽在

以る省て

い町

置軽

え遠

も、に

のし覧

上。略縦
。

す図る

とのす

のそ供
類

書
係

関
び

。及）

る面

採は

よ限伐木

ににる立
該

）を当

。。種、

るる

在
。所

いの
な木

め立
定

以る省て

市
る
す

林

のし覧有

上。略縦国

のす次

のそ供。

も、に

に

る面。図

す図るの

と

分

係部

関す

び示

。及）

伐木

防ににる立

類に

書

。種、

るる採は

備よ限
な木

め立
定該

）を当

。

て

市
る

す
在

。所
いの

す次

供。

に林

覧有

縦国

。図

るの

一）に

六示

二

産
水
道

海
北

を

に
分
部

す

北る

を限

市
る
係

に
村

町

係
に

村
町

産
水

道）

海。

）
。

る
限

市
る



７

林保場指

平 次務安所

成 定 の部林

十 と次治予

三 の おの山定

年 り図課森

四 と」及林

北 海

アイ

次生そ主村間木

立町立
伐

のの田の伐森伐の

木

整係採 伐森原他と林に

森て備るの 採林町のし

に

道 公 報

６

次務安所

林保場指指
定 の部林定

の おの山定施 と次治予

と」及林業 り図課森

第

アイ
木 次遠そ主村間

立町立
に

のの の軽の伐森伐

木

し整係 伐伐 森町他と林

林の

に国森て備る 採採

号

５
予

定 林定

安所
保場指指

目

林業 森の 定施

月 す及びの

二 るび生所

十 。田在的

四 次原

日

お場別源

と役紋水

の町
」備生か

りに郡の

火

、置原養

はえ田ん

曜

略て
省い町

度 方
つ国林伐計森限 の

をでは並

い有に採画林

。いす定、び

法て林つ

の植

、次てるめ次に

は

、と標と栽

主のはこる

方

はに主が準おの

伐図

き期と法

、示伐で伐り

伐部係る齢す・

択すに

上。間

に分る立以る期

要 す及びの目

よに伐木

。軽在的件

るび遠所
別源

と場紋水

の役
次町

」え生か

り備郡の

おに
て町

、い原養

は置田ん

略縦
省

方限

つ有林伐計森 のの

をでは度

い林に採画林

は次いす定、

法て。つ
はこるの

、のてるめ次
準お

伐に、と標と

主図
、す伐で伐り

は示主が
係る齢す

択部にき期と
上。

ににる立以る

伐分

的件

所

要 の目

よ限伐木

備

遠防

郡の

別害

紋干

在
町
軽

国

日

。

そに林

、覧有

し縦国

。図

面るの

図す次

の供
書部

係す

関示

び）に

及

採はの及

北限

をに

類分

の樹

。る種、もび

る限

立す

）定該と種

。を当
在
。所
いの。

な木る

め

に有

し覧国

村
町
市
る
す

図る次

のす。

そ供林

、
関示

びに

及）図

面。の

北限

をに

類分

書部

係す

。。種、も

るる採はの

め立す

定該と

）を当の
す
在
。所
いの。

な木る 図
の

次
。

林
有

村
町
市
る

海る

る
限
に
分
部
す
示
に

産
水）

道。
ア

木次生そ 定

所立

場指指

に

森原他 施のの田の

定

９

市
る
係

林保

イ

町立次務安

木 村間の部林

の山定

の 森伐と次治予

産
水）

道。

海る

林にお

８

ア
主主 定

安所立

保場指指

はと 施の 予伐伐

定木 林

林

イ
市
る
係
に

定

町立次務

そ主村間木の部
の山

の伐森伐のと次治

）
。

他と林に伐お

ア
施のの田

木次生 定
立
指

森 採 業林町の の伐 森原

に
い有に 方 要つ国林 目の

て

は。い

的件法て林つ

害伐図、

干主のは

、次
すに

防、示伐

のはに主

り図課森 伐

伐部係

備択

の

備ると」及林 採 整係

び生所 限

計森す及びの

では度。田在

画林る

役紋

め次の町

定、次原
に郡

標とお場別

るのと
え田

伐り」備生

準おり

の伐

齢す、置原

期とは

目の

林択て 採 業 森、し
よを

所に採 方 要 の伐伐

土こ
。る
るす

在的件法

生崩で

郡のが

別砂と

紋

採り図課

原のる

田壊き

備るのと」及

のし整係

林伐計森限す及び

森て

。田

に採画林度るび生

つをでは並
にの町

いす定、び次原

こるの植と役

てるめ次

りに

、と標と栽お場

は

伐り方」備

主が準おの

置

にき期と法はえ

伐で

業林町 伐

係る齢す・、

に 採
法て林
い有 方 要つ国 の

に
伐図
主の

、次
は。

件

に分る

伐部
択す

、示
は

を

。る種

る限採

よに伐
な

め
）定

。

一 い

六 。

三

上。略て

以る省い町

に林

も、覧有

のし縦国

す図す次

との供。

のそ
）に

。及。図

る面るの

立

類分

書部

係す

関示

び

備木

町防

次立

。該

林当

有、

国は

すす

示在

に所

図の

の木

立以る期省い

分市

部る

し縦

伐木上。間略て

る
種、もび、覧

採はの及

と種の供

を当の樹そに

る面る

め立す図す

定該
所び）

いの。及。

な木

分

市類

る書

す係

在関

。

に

）
。
。る
る限

よに
に

産
水）

道。

海る

北限

を

）る

。係

るに

限村

に町

水

係道

に海

村北

町を

市 市産

る



事

平路工工工

１２３４
開 事事 成

線の

名間類日

４の 種 区 年始

月
日

北 海

始 北

山す 海

村る 道

振。

イ

告

興

林

示 立次務

法 第 木の部

と次治 の
おの山昭
和 伐号 採り図課

と」及

道 公 報

ア
次生そ主村間 定

立町

指

に 施のの田の伐森伐

木

のし整係 伐森原他と林

に森て備る 採 業林町

第

立次務安所

林保場指

イ

定 木の部林

伐おの山定

のと次治予

と」及林 採り図課森の

号

平町
成主村間
十伐森伐
三と林に
年し整係
四

築成

平沙沙改平

て備る

取流流

町郡郡
町月

川取取５

道平平年

向町
紫字字

古

古向雲

雲川紫日

津
線－津
２
－ 地

るび生法 限
す及び年 の
度。田律

次原第

の町
りに第

お場）

と役号

」備

項

省い１

、置第

はえ条

略て

林 方 要つ国林伐計森 の

林つをでは

い有に採画
次

は。いす定、

件法て
のはこるの

、次てるめ
が準お

伐図、と標と

主

と

、示伐で伐り

はに主
部係る齢す

択すにき期
木上。

に分る立以る

伐

限
す及びの目 の

よに伐

度。田在的

るび生所
別害

と役紋干

の町
次原

」備生防

りに郡の

お場
省い町

、置原

はえ田備

略て

月伐計森

二採画林

十をでは

四す定、

日

お

と標と

こるの

るめ次

で伐り

が準

火

る齢す

き期と

曜

地 か２ 先

木上。

立以る

堀
事
知
道
海で 北ま

先 ら

に

そに定

、覧規

し縦の

。町

面るる

図すよ

の供
書事

係工

関の

び）道

及

限採はの

北の

を次

類を

。を当の

。る種、も

る

な木る

め立す

）定該と
町
市
る
す
在
。所
いの。

そに林

、覧有

し縦国

村

図

面るの

図す次

の供。
部

係す

関示

び）に

及。
北限

をに

類分

書

日

立す
該と

当の
、も

はの
町
市
る
す
在
所
の。
木る

也
達

村

北

道
道
海

路 中地車

告法 川先

示 番 郡か

第

和 深中地

昭 美ら
先

産開

水り

道お

海と

町川

道路道区

そ日
の１２３

線の

関ら成路路

のか平

の 係２
間４類名域

図週年種区

更

市
る
係
に

は、月

面

北

道し 海

、 道

同
路 河１音番

告

条
法 東線更３

示 郡２町地

第 第

南ま２
昭 音番字先

和 更

）

道。

海る

町地中で項

道区

そ日
の１２３

産
水

関ら成路路

のか平道路
の線の 係２
間４類名域

図週年種区

更

市
る
係
に

は、月

面

北

道し 海

た 道

。
路
告法
示
第

和
昭

ま号

律 車深

法 小美で

年 字郡
番字

第 ６町
４小

後第
）

号

の前後

１
第

別条

、一

中

海の道深

北般日道美

供
設に線間

建覧川

道縦

前

整。更

路る変

道す
部

及
課
備

の 号

定
法 南か更規

年 字先音

よ
第 音河１に

律 中ら北

更東線

北郡１り

後の 第
路 ）道 号

の前後供
開 １

を 第

別用 条

、一

幕

海の道瓜

北般日道東
線

設に室間

建覧芽

道縦
整。更

路る変

道す
部供

及
課

備前

号

第
律

法
年

第
）

号

項

１
第

条

の
規
定

らでらでよ

かまかまに
道

、
り

路
の
区
域

旭幅

道の 海

地 北
び敷

を

知

現道延

木海

土北

川員

始 項

え
備堀長

に
所事

業
す の
る 規
。 定

らでらでよ

かまかまに
路

道
、
り

の
区
域

帯幅

道の 海

地 北
び敷

を

知

現道延

木海

土北

広員

の
項

え
備堀長

に
所事

業

、
り

よ
に

定
規

一道

六路

四

お 複と

重の
次

を
域

区
の

て達道

い国

置

間変
り 区

重の
次

示の

告也と

、等

い国

置

間変
り 区

お 複と

示の

告也と

、等

て達道

変
り

お
と

の
次



北

公 海

有 道

水

４田先

告 番町ま

平 面 示 ２字で

成 埋 第 地利

十 先別立

三 か東法

年 号 ら町

四 大 中

北 海

川

平道路道区中

１２３

の線の郡

成路路

町

４類名域田

年種区池
字

月
日道利利

道 公 報

更の 北

道しそ日 海

、のか 道

同関ら

路 布先利

告 事法 か

条係２ 示 番 務ら

第図週 第

和 別２面間 地 所昭 紋
先 郡項は、 まの、一 林号

瀬規北般 班で年 丸

第

網

道路道区紋林

１２３

丸西

の線の郡走

路路別
林

布森

類名域瀬部

種区

道上上管
町

号

成

、のか平

しそ日

更の

同関ら

条係２
、月

２面間４

第図週年

項は
の、一

規北般日

月 川番正

二 郡１

十 池地年

四 法

日

第
律

後

）
号

火

２
第

曜 条
第

線
別

首間町

牛東

道別別

前別
更の前

変後
敷
地
の

道縦 小

律 布定海の ち

法

上よ建覧 班

第 町に

地武り設に
る 第

路道す ）道部供 号
の路

後供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

始び
す北 の

丸国丸

利利署

道武武理

の前

変後

線
布

瀬間有瀬

敷
前別

更
地

に

よ建覧

に道縦

定海の
路る

路道す

道部供

り設
開及

を課
用備

供整。

の
す北

始び

日

規
の でらで項 まかま１

に
定
よ
り
、

と
の
次
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点点 点 点点地点 地

点 点点点点 か 点だ域 地

点点 点 点地
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番 上番 郡 び、３ ２泊番 番、
面

○○○１２
第第

地地地区区

ののの工工

び
○

及砂、
１ 字 ３

番 に 番
○○

用地

昭 地地地

ののの

和掲の
げ縦日途区 計

法市に域画

年る覧地計

律町供
がる和

第村す昭 画

変。中

た区 第
し地 ）の 更央 号

都）

種 市 条
号

区区の病

地地地地そ画

画の

計計計計他院

区区

処

画画画
２田施

西西西稲理
３

地や豊西

条条条町設

地区地

）と地線

区ま成

昭

区）区

計 図 号和 途

書日
を
律 気し

法 電写画

年の

業北
第 事

の 用海
設 第種 建 ）

地道 号
部

全全

点点点］］積

都 条

○○○

１２

ののの工工全第第

にに工工 工 地地地区区

かか同同区区区

点点点
方

らららじじ］］］

か

全全

向向向

方方
角角角

工工

○○○

点点点
か

点点点

地地地

ののの
向向

方方方

ららら

かか
角角角

向

お
図類 に
の 項

画 ２
計 第

準
写北市釧釧 て

の い
書

す
を道村 用路路 し海町

道 同
海事 る
北知名市市

帯帯苫

））

設 第
建堀 法

牧 広広広広広小

帯帯帯

２
市類 第

市市市市市市

定
に町 規

課市 の
画 項
計

り
置海 よ
え北名 に

備村

般 に
一事 次
て知 、

い道

区区

縦 げ
の堀 掲

にに 度度度

同同
じじ 分分分

向

方方方

ののの

秒秒秒

向向
のの の

度度度

分分分
向

方方方

ののの

秒秒秒

向向 一
六
八

の のの

部
画也 項

計 ２
市達 第

都 条

村
供達 町
に 市
覧 る

の課

点地地 地

決。
る也 が

す

点 点点地 地地

点点



業 北

都を

５６７

海

認 道

可
市 設変変

告 更計 立更

平 し 示画 認認

成 た 第法 可の可

十 年年。 内三 昭 月月

年 号和 日容日

四

北 海

事事施

土整
画１２３４

合業 区組成業

地理平組
所行 施 画合

定４所地 行 整の年のの
地間区

法款月在期 名 理

称 の
変日

道 公 報

海
北

旭旭北北足足

道 川川見見寄寄

告 圏圏都都都都

示 都都市市市市

第

画画画画

市市計計計計

計計
画画用道道下

号

路園地道

道公途路路水

第

広広

苫千千千千帯帯帯

恵圏圏圏

小歳歳歳歳広

庭庭庭都都都

牧恵恵恵

都圏圏圏圏市市市

圏庭

画画

市都都都都計計計

計地用下

計市市市市画

画画画区途水

画計計計

下画

号

牧牧

路小小小

釧苫苫苫

市都都都

都圏圏圏

圏牧
画画

画計計計

計市市市

区用地道

地画

月 年

二 法 平役平

十 律 成員成

四 第 ９に

日 年関年

３す４

）

月る月号

規
日定日第

火 の

第

変条

曜

を新樺平樺

和更
昭

１

更

津郡９郡

年認十戸成戸
３十

律し川新年新

法可
。文津月津

第た町十

川 京川
地字か字 ）

土町日町 号

区中ら中 第

画央平央
成及 条整

域

水用地道下計地道域

地計道

道途区路水画
陵

域画西

路

）
区）

地区

舞地

勇北

域画

画地計

計途区

昭
ーー

バュ

ルニ

シ西

和錦

項

地地

ンン

ウウ

タタ

日

と
の

次
、
り

よ
に

定
規

の

び 第

都
り

お

理番
合７３弥 項

組地年字 １
規

月生 の

北

り

知で よ

道ま に

海日 定

北足足

お
と

の

堀 次
、

事

町

川川見見寄寄

旭旭北 千千帯帯帯
市市市市町

歳歳歳広広広 小
苫千千

市市市市市市市市

牧歳 小小

釧苫苫苫

））

区区

市

市市市市

牧牧牧 路小

５
事

画
計

類業収使

種事事施

アイ
の び施業者 用用 及の

行

区

也 地
土

達 り

名行の の

４

収使市

種事事施都

アイ

画 者 用用 及の計
行 類業

３

名行事 の のの び施業

収使市

種事事施都

アイ

画 者 用用 及の計
行 類業

２

名行事 の のの び施業

収使市

種事事施都

アイ

画 者 用用 及の計
行 類業

１

名行事 の のの び施業

市

成施都

平

行

部部

月事 の ４画 者 年計

な旭

間地分分称

称期名

島市

成広し川

平北
ヶ

月望

４希

年市

称期業 名 部部

か５

日丘

千な北札

間地分分称の

市島圏

成歳し広幌

平
月濃計

４信市

年北市都

地画

期業 名 部部

か園

日内公

な千千

間地分分称の

称

市恵

成庭し歳歳

園平恵
市

市

月町都

４金圏

年黄庭

地

期業 名 部部

か画

日内計

な恵千

間地分分称の

称

市市
歳 成庭し庭

園平恵

恵

内

都 月地

圏 ４磯

庭 年戸

市

業 名

画 か

計 日

庭
恵 市

歳 庭
恵千

日称の

地

平目

ら丁

画
計

市
都

圏

内

成
月

３
年

一 日

六 ま

九

３

成
平業

ら事

で

月・

３３

年・

ら公

園
公

厚 で輪 ま号 日

業

成事

平園
３

月・

３３

年
日・

ま

成

園 平

公 ら

公
舞

勇

で号

事
業

・ 月

２ ３
年

２

ま

・ 日
で

海

・ 北

２
業

事
園

公

黄
号

知

・ 道

２

事

公
区

街
号

４
金園

黄

堀

号
公

也区
街

達号
１

金



９

類業収使

種事事施

アイ
の び施業者 用用 及の

行
称

称期名 部部

名行の の

間地分分

北 海

８
計
行 収使市

事施都

アイ
部

事 の のの 業画 者 用用

地分分称の
業 名 部

道 公 報

７
市類業

事施都種事

アイ

施 者 用用計及の

行 収使
部

事名行 の のの 業画び

分分称の間

業称期 名 部
地

第

６
市類業

事施都種事

アイ

施 者 用用計及の

行 収使
部

事名行 の のの 業画び

分分称の間

業称期 名 部
地

号

都種事

平市類業

成計及の
十画び施
三事名行
年業称期
四

成し良川

平な富旭

の間

野市

濃

月信

４字

年市

な富富

平
ら内

か地

日沢

野

広南地し良良

帯条目
内野 市

条、計

４目市

東丁市都

７緑

南東画
業

目南事

丁条地

、

別し広広成

江な帯帯平

市市圏

町計月

光市４

東都年

地画

平

業平

事ら

地か

内緑日

し川別幌成

な旭江札

市市圏

６計月

山市４

永都年

条画
公日

及業平

目事ら

丁園か

月
二
十旭平

四川成

日圏
計月

市４

都年

画

火

園か

公日

曜

成

業平

事ら

月
３

年 、号

５目４

東丁

で
ま
日

８金

南東
条

地

目南緑

丁条満

、
南び
条及
５目園

東丁公

東

成

丁８

光月
３

号年

南

び成

で

地ま

緑日

永５

条・月

６４３

山・年
日

沼
の 内泉 地で

目ま 号 丁

園
公

日成

４
・月

４３

・年

７
園
公
央
中
山
永で
ま

号日

類業収使

種事事施

アイ
の び施業者 用用 及の

行

、南
目条

名行の の

東
５丁

収使市

種事事施都

アイ

画 者 用用 及の計
行 類業

名行事 の のの び施業

収使市

種事事施都

アイ

画 者 用用 及の計
行 類業

名行事 の のの び施業

計
行 収使市

事施都

アイ

事 の のの 業画 者 用用

施

計及の

市類業

都種事

称期名 部部

事名行

画び

瑛

平河な美

間地分分称

郡町

成東し
宝

月町

４更

年音

称期業 名 部部

か南

日来

旭な音帯

間地分分称の

市町圏

成川し更広

平

画

月通計

４前市

年宮都

東

業 名 部部

か内園

日地公

旭旭

間地分分称の

称期

市圏

成川し川川

平旭な
市

画

月通計

４前市

年宮都

東

業 名 部部

か内園

日地公

７目旭旭旭

地分分称の

市市圏

川丁、川川川

旭
市目
光ら７光市

東か条東都
計 ９丁

７目か７公

条丁目条画

の間

業称期

丁、ら丁園

川成

旭平

圏
計月

市４

都年

画

成３

平条

ら１

園か

公日

丁
４

月び

３及

年目

業

ら事

内

で地

ま目

日丁

２

成
平

月・

３２

年・

業

ら事

き
び
ひ で

ま号 日

２

成
平

月・

３２

年・

９目事

の
前

宮 で
ま号 日

目

２

ら７目内

か条丁地業
・

８丁、

丁目
、ら８・

目か条２

９丁

丁、内

７目地号 条丁目

宮
前 目

成

業平

事ら

ら７あ か条

６
・月

５３

・年

２

一号日

七ま

〇

ぞ

園
公
仲

野 ポ
ス

光
東で

公 丁目ひ ９丁さ

園
公

み

９
、ら園 目か

園
公

ツ
ー

条丁



施都種事

アイ

平 行 収使市類業

成 者 用用計及の

十

の のの画び施

三

部部

事名行

年 業称期 名

四 分分称の間

北 海

市類業

施都種事事

アイ

業 者 用用計及の

行 収使
部

事名行 の のの画び施

分称の間地

業称期 名 部
分

道 公 報

市類業

施都種事事

アイ

業 者 用用計及の

行 収使
部

事名行 の のの画び施

分称の間地

業称期 名 部
分

第

市類業

施都種事事

アイ

業 者 用用計及の

行 収使
部

事名行 の のの画び施

分称の間地

業称期 名 部
分

号

計及の

市類業

都種事事

業称期

事名行

画び施業

の間地

月
二
十 苫な札札平

四 小し幌幌成

日 牧市圏

沼計月

字市４

市都年

ノ画

火

地園か

端公日

曜

苫な苫苫平

業平

内事ら

小し小小成

牧牧牧

沼市月

字都４

市市圏年

ノ計

平

内園ら

地公か

端画日

し小小成

苫な苫苫平

事

小
牧牧牧

沼市月

字都４

市市圏年

ノ計

平

内園ら

地公か

端画日

し小小成

上な苫苫平

事

川
郡牧牧

町市月

瑛都４

美市圏年

北計

平

丁園ら

２公か

町画日

瑛成

美平

目事

都
画月

計４

市年

公

平

業ら

事か

園日

日 成

３
・月

３３

・年
日

業成

公
西
幌
野
上で

ま 号

２月

・３

２年

・

日
ま

業成

北
端
ノ
沼

で 号

２月

・３

２年

・

日
ま

地業成

北
端
ノ
沼

で 号

内

３月

・３

３年

・

日

３成

園
公
栄
新

で

号ま

・
１月

・３

３年

号

業
園

園
公
西で

鉄ま
日

北

都の 海

事平 道

業成

市
告計
計 示画
画年 第

の４

法

園
公
号
６

変月

業収使

施都種事事
アイ

業 者用用 計及の

行市類

９

事名行 ののの 画び施

園
公
号

業収使

施都種事事
アイ

業 者用用 計及の

行市類
事名行 ののの 画び施

業収使

施都種事事
アイ

業 者用用 計及の

行市類
事名行 ののの 画び施 のの 業

用用
収使

事
アイ

昭
更 号和
を日

第 元た
律 字し

法可
年認

町。

地

第
）

内号

地分分

業称期 名部部

条

走

美美平網丁網

称の間

郡及郡

幌幌成走目

町都
計４幌字幌

市年美び美

字崎字

画月町野町

公
事か通内２

園日大地西

間地分分

業称期 名部部

成幌し

札札平札な

称の

市

幌幌
市圏

田

計月屯

市４区

都年北

画

期 名部部

園か地

公日町

札な

称の間地分分

業称

市

幌幌成幌し

札札平

市圏

中

計月区

市４石

都年白

画

分分
部部

園か１

公日央

上
区
別

厚
市
幌し
札な

地

北 に
定

規
の

項
１

第

幌
野

海 よ

一 道 り

七 知 、

一

業ら南条

お

堀 と
の

事 次

目丁

６成丁４

平５南

・

西字

・３字、

５年、目

１西

１月

号

で５南

柏ま南条

日条２

園、目

公目丁

丘丁５

ヶ

成

業平

事ら内

２
・月

２３

・年
日

１

事ら条

春
田
屯で

ま 号

目

成丁

業平

４

札

・月東

４３び

・年及

さ１

東で条

ま６

号日幌

地
目
丁

２
条

３

ぽ目

っ丁

、

事

也 画
計

達 市
都

り

内

び

南及

条崎

２野

西字

字

央
中内

ろ地

園
公
風

の

５

園
公



２

事事 共事の

工公工事工

完完 水内域 のの 下の区

のの

の及は 了了 道容又

名び区

北 海

水１ 北

過道 海

疎の平 道

地工成公工事 告

共事の 域事 示

活の年下の区 第

性一４水内域

化部月道容又

の及は 特を 号

別次日名び区

道 公 報

の
類業収使

種事事
アイ

名行のの び施業
用用 及

間地分分

称期部部

第

２

業収使市

事事施都

アイ
の 施業画 者 用用 の計

行
の

期業 名 部部

行事 の の

間地分分称

号

１
施都種

平行市類

成者計及
十

の画び
三事名
年業称 名

四

共幹平

日称工間日

称の

線 ンン成和成

マポ平

町 ホプ

渠３

ー年特年 管
き ル３定
ょ 月環月

境

内 宇全か

古日保岩１日

と
措の称工間

郡 郡公ら

り泊幹

法お
置

し定管 成了特線 平完村

渠

２

き 年た環
ょ

律保

法。境

第全古

公宇か

丁

平変平曙１

号共郡ら

条目

成更成２

４な

３

４北丁ら

年し年８か

道、丁

月海目
条内

か示３地

日告曙目
７河

ら第

平

及更川川

昭平目変旭旭

びな市圏

成 和

６

計

北 ６高市

年 年字し都

地画

海 月丘
道

お事

示 かに地

告 日内緑

平い業

第 ら
月
二
十苫苫

四小小

日

計
市

都
市圏

牧牧

火

公
画

曜

事
園

共 泊共

町 大水－ 和 村下

似 村び 幌 泊及 南 字道

－－
－ ２

ら

らら か

かか １
－ －－

）下泊

道大－ 第水村
１

２海村で の北泊ま 条字

第道
堀ら

のか

項事６

１知－

規
定

丁川

よ８

に－

成

号目敷
鷹加

３事東を

年の、地

地栖え

月業

ま、線。

日に１る

で旭
条鷹
１東
曙び
市及
川号

成て
事１ 号

を石 業

３地 事

年業号 の
変狩 地

月

系 ち

ます水 う

日更川 の
清

市
牧

地 小
。緑 苫

でる

日

丘
ヶ
緑

号
１
・
６

・
６

業

でで 、 まま １ １２ 園
公

８

－

区下

事 事の共

工事工公

及

容又道 完 内域水 の の

公び

る達

共也

６７

下－
事 共事の共

公工事工公

完 水内域水 の 下の区下

目３
丁東
８栖

道容又道

５

、条

の区

事 共事の

公工事工

水

道容又完 水内域の 下

４

丁
１

町
事事 共事の

工公工事工

完完 水内域 のの 下の区

３

道容又

域

下の区

共事の

公工事

の

及はの 了 道容又

水内

管平利

工間日称

び区名

渠成尻

幹流
き 線入
ょ町 ・

渠流３定

放年特 管
ょ

き

境

月環

天日保 天

名び区名 の

の及はの 了

富

大幹平豊

称工間日称
町 線 成成

町

渠３定

特年特 管
き 定
ょ

境

環月環

境

の及は了

保久３ま日保

幹平

称工間日

名び区の

線 尻成

奥
町

渠３

特年 管
き 定
ょ 環月

境

ら日 保奥か無

名び区 のの

の及は 了了
成

平古幹平

日称工間日

線 成平
町

渠３

年公年 管
き ２共
ょ 月下月

８水

の及は
で日道古地番日

線 寿
留幹

称工間

名び区
渠

村管 都
き 特
ょ

塩全

境虻地

環
定

塩

富下

豊地豊共

郡番郡公

字先字道

町地町水

富６
ベベ

ロロ

サでサ

上ま上

ツツ

公郡公

地 全遠で全

番番

水

び 下成下

及 共大共

先
久
都 道字道

字 水町
遠
番

から
先か
地先

番地
ら

番 全尻ら番
地番 地 公郡

地 ８ 共奥番

水町１宿ま 号 下尻地民

球、べ
ら 道字号なで か

尻地
地 無奥る

番 浦字つ
先
１ 番

号 地

） 番及

２
３ 平地

尻ら 地び 奥か

町ま
及 平先

先 古地
地 郡

江 町
沢 浜

字 字
大 大で

び
町
番

地 全郡
４ 保田

地 ６
番 地

村
び 下都

及 共寿
先 公留

水

地 留
番 道字

一地 寿

七先 都

二か
地
ら 番

ら
か
先先

地地

１６

地地

地地
番２

４の
都地

字番
の先

４ 港

番 号
地２ ら地 園地 か番 公

地

、 ）、か 号 先号号 ６ か ら先 か地 先２
ら
番

先地
地番
か
先
ら地
番ま



工事工

平 事 事の

成 の の区

十 完 内域

三

了 容又

年 及は

四 び区の

北 海

１２

事 共事の共

公工事工公

完 水内域水 の 下の区下

の

の及はの 了 道容又道

名び区名

道 公 報

水 北

過道 海

疎の平 道

地工成 告 工

域事 示 事

活を年 第

性次４ の
完化の月 了特と 号

別お日 の

第

９

の区

事共事の

工公工事

了道容又 完水内域 の下
名び区 の

の及は

号

容又
内域

の区
事の

工事
び区

及は

月 工間日

二
十
四 幹中処平

日

線継成

ポ

渠場場月

プ３ 管ン年 理

火

日

曜

ま田田

虻番地先虻虻

田地

寿中処平喜

称工間日称
別

都継成茂

町ポ
定プ３特

特ン年町 理

き 環場場月定
ょ 環 境

都全

全寿先寿保

保日境

法了
置完

日措り

公都、

平し
成。

成平た
律

月法

１年

年２

富ま日第

士で

尻

平利幹

日称工間

岬号

富線 成

渠

年士管
き １町
ょ

定

月特

地ま日環利ら番

尻番 先で境地

及保２

渠
管

線
幹

工間

番 郡地

ょ
き

地 郡地
地 尻地

利番番

日

地先喜喜

郡１地で郡郡

、び別別

茂先及茂茂

喜

町町

別
町字

字字
茂産 地 留茂喜留 番 字喜
２ 産別
１別 地 番番 番先

地か番地 地
ら地１
８地 地 １
地

寿六寿共

共郡字郡公

先

町町町水

水都条都下

下

字道

道
北字

１町

道磯地条

海大番六

知町
地 事

、
２１

堀地地

番先番

）
第 番

１ か

第 先

２ 地

の ６条 地

定 泊

規 本

の 字

項 ら

に

公先 地 利３ び全地

よ 番

先 富先 神共、 地 尻地 字

ら ７水番 、 士か 居下１

地２ 富 鴛字 番道地 字 町

地先 野 字士 ９地 士 泊富

先か ３ 栄岬

番 町

から
番 地 ら

番 番地 １

尻、
先 利先

番地 地地 地

町 形出
泉 沓日

字 町字
、

字町
種

１２

町地地

富番番
地地

先 らら 地かか 地先先 番

地

５ らら地 か先 か番 先
番地

３

法

述育 験教
校

口学

受

２
地

也１
地

達番

須択

験

験

口試筆必選

試

述記す

１

先下
共 地

公 ２

る 地

の

験 業成試筆

産平試

水

の 改
及月日

普４記 期験 良年

２地 地及 か

地１ ７先 先

先か１、字

地先 先らび

先

完
の

事
工

字
町地 ら緑番 か

７

３

域

下の区

共事の

公工事

道容又

水内

和

試昭 資

口な試が第
律

法

験格年

産養
製殖述能験で
、な。

造・試力はき号

水験に
の。下

漁族はつ次い以

方 試試科科

の

獲病、い

者漁漁

験所法験目目

場

験記が業労

午札２試筆

１市４は試選経

後幌階

す具

時中号、験択営漁

央会筆は

の

分区議記、る教・

及 員
試場

格期 び 資日試

公

前

の平午

次
を

験所日験
９

と成

お

日
の

了

施月

実６

り年時

継成

中処平

ポ
場場月

プ３

ン年 理

称工間

名び区

の及は

日

渠

定管 特
町線 内

知幹
き 環
ょ

物理社てい

保
境

常うれ」

処）会行ず法

加そにい

・識。かと

理

す）

製他当。

工の該う

造水

一 ）産るに

七 水業者よ

三

け学

増良な大

産改でる

試必２育漁

及れ、

殖普

３験須科方法

北室

す
び目に水

条及科目法・

述科い土

６口２つ産

西

験及行）

目試目て木

丁
海す選。業

北とびう漁

赤目

庁。科源

道る択資

レの漁

す
。
る日

）
月

告

重上

堀
事
知
道

海
北

上番地

内磯
郡 番 先 磯 地１
郡、 先地

か先番知 ３ 知

内 地 ら、 内

地町 先 番 町

重 地７ 字 番番先字 １、
及 涌

１ 、 元 地地び内 先番

先先

地 字 ま、番
先 番森番
地 で
１越、
地 番
地

郡 共、
磯 公先

全上地
知 下

内 水番
町 道

ら
町か

元先
字地

番
番
地

け行

産と受立

水員ば独

・必こ法

物てる政

生し

ガち・

ンう場
増要と人 験水

受）

舎ら源

庁か資

也
達

先

、番 地 先番

先
字、地
地先 元

、字

番先 町、

び ら及 か先 先地
番
番



７８９
行 験の格

正 格

受合不合

びの 対 及に 票表者 為 公
合す の

北 海

５６
験 と最３の身

のて受受

職検願願 し終の在体
験

の

裏校に期査書書

、学
に業当証

面卒該間書の

氏証す明

受提

道 公 報

４
法歴真

るの履写

イウ受
験 験、及に書２

試国普

研地又よ枚

究方はる別

願 公指高記４

共導等第

第

）の年

よお経号次２ア

てににアに国

るい営法
よ 産、関よか達、

水に

る方

る 大水するらす地

格まも公

高 学産る資ウ

、規検での共

等 校業正

号

水専
門 産平

平学 大成

成校 学
十、 校年
三独 法政
年立令
四

書分格

証処

交格資 る

第

の

受期試も試書又こ

付

にそ試

験日験に験類は

合関虚の験

願の実、に

日後格し偽合の

書前施

格

受ま１者不の格合

を

載無者

理でかに正記を

明る書付出

しに月合の

及書者期方

名
撮卒あ記

び、に別間法

見て３平北市

影業っ第

道央

月込は号成海中

年
日み、様

５産北

を証３式年水区

月林３

自明の）

務条

書書
す又の

団学２×
るはア日部西

体校号３
）大

のの式の

そそ書様

験次さ

法こ試にき

他他
受掲最

格とをにで

人れ
よる６

有等けげ近

を同
と類月

る上う書か

す以

は生の定の団

学 又

団の

務そ

を 旧物課に職体

校

化を格のの

卒 農、程合

法

し 水学修しい他

業 林

て者れ人 た 産、めたず

又 組品卒でか格 者 省食

卒従有 は 織製業、にを

学 、た業事す 大 令造し

はた団 入 昭機者又しる

行 平

学 和械又

月政 成

二号 法

十） 人 年

四に 国 法

日

る 公 第

よ 立 律

改 文
）前 館
号正 書

火

よ農 の
にの 等

曜

格行を効は 立水

る設林

験内証為しと、

、受以

海

験票に書をたす北

受

に。道

資を試をし者る

合付者つの

格送験交た

産

あす格す又い水

が付

。受は業

るる者るはて
そ良

認氏験、改

と。の

試及

たを書の普

め名願

企６
き表の験員

と公そ

こ資か
ウ）調目

と格ら月画丁
課あ

）定まか整）

。検

て

合でら

格の
明務便提

証職日郵に

従）号

書に月番出

事ま送
付 しで

た－）
す

る添内

体教すを以

期消

はて撮

お機者えに

に育
受事し

るに、知影

け関
願提正

産け験にた

水お
産す、

に水書出面

業る

関
るに記こ半

す業別る上

術す１。、

技関第と身

、は資期体 資
検又水 格 年電平格間の

定は産 検 政気成

令、

れに 規 第機年合こ業 定

関３格
程 、月後ら関

電に、のす 号

試 に和

気卒こ期る ）昭

通業の間

信見試を験 よ

究 水文

、込験通研 る年
の期し機 産部

経みの算

独

済

日

織

政う組

行伴省

立に産

水政
人係令

法関
大の成 産令平

学整
第 法に令 、等政 校備年

の停し

はす他をと

に関

出し任

試と提止て

、る

上年

学職免賞以
、

験と
歴格罰お月

資と

・の

許

り

歴

る 間印
）幌。

つ効札と

に有こ

い
式
様
号
２
第
記
別

式の

つ教様帽

にる号無

業記

産筆

水

て）も

い育

た関 大省

普選

良験

改試

第

しま期に 学令

若者日
にがけ

くで間お 校
には

記
別

北 第

海

産

１

道

主提

号

知

務出

様

事

課す

式

照書
にる

よす
等令に
） 高政
号 るる

違日
相

のに
験
試
の
こ
そ

及択

歴
履

。
ん
せ
ま

り
あ

け
受

を
験
試

格
資目

員科 すは
会類様

記 で
の
い

た

規
業
。工
と本

こ日
る、

格受

他明
不
て
い
つ

と
判験

４ る海

れ北

さ、

用は
点

な

住
本現氏

名
氏

格水

資道

、

年

書籍所名

本現郵氏関

ふ 便係

り 番書 住

が

名類 な 籍所号
）

話年し

電願
出

て
え

添
を

書

と
左
、願

し

号す

番ま

を産

年

。
と
こ

る
す
と
じ

調
画

。企

る部

す務

有林
整

一課

七又

四

月。

生
日

月

印

り
寄
最

は
庁

支
各
の

日
月

）印生
日

水
の



５６７

契一一平契

約般般成約名

平 に の競競

成 相争争年関称

十 手入入北す

三 円方札札海る

年 をの道事北

四 決公開務海

北 海

１２３４

札氏住札

落北落平落落

者金

札海札成

に道を
３氏

係開決年の名所額

ク札

特記し月名

る拓定

及 定念た

役館日日びリ幌

道 公 報

北

次 海

の平 道

と成 開

お 拓

り年 記

一４ 念

般月 館

競 告

争日 示

第

試普教の
上年

１２３以
り

研指にお月

験及育と

し違日

にに事相

究導従

従従

号

式
様

号
３

第
記

別

月 定告拓を道

二 し記担開

十 た念当拓

四 手館す記

日

総

第織
示組館

続告る念

号名務

２の

火

及総
称部

曜

中

務清住ン市

所課
び務

ジ区

名業ス央

の掃所ネ
条

び一パ２

及ャ南

称務

会丁
式４

量株東

数式ン

入

番
６

社目

第

札 ４ 道

の 号

落 開

者
札

拓

決
を

記

し
定

念

。
た

館

間こ

しし期い

事事たな

間間勤を

期期、と

たた
所し

勤勤場明

、、務証

所びす所

場場及ま

務務
びび務長

及及勤。属

所

証職

間
期

職
在

氏勤勤内

日 氏北１

地
在 告

道
海

示

職

田
吉

長
館
念
記

拓

名開

明

名

名容容
内内

務務容

２

書

名

が

物の政政こ道

資次い

ず第。行 品令 格い令と
う 等

第

のれ

指 に

１

競物契資

資平般る
一す

争品

格成
及

に種

調度札の

び年入等

規

印夫
和

達に

北

地定 海

に平 道

よ成

方
教自
り 育治
、年 庁

一４

法
渡

般月

施
島

水部１２ 北

地道を 海

料次平受所 道

金の成託

方
企

者

公
の者 業在 営
平に年の 局

成委４名

企
告

託月称地

業
示

の 要も名 条 条 の

地
在
所

類件当争 ４ ４ 該競 種の
２ １ る札 第 第 す入 の の

の に 海と関 項 項 北こに
指 定 定 教る 規 規 道。す

者 渡を よ る 庁名 に す 育

加は

をお参類

で 島停 り

るてす、約格

すい

島北格

品海者に

物北る
必め成教海

等道に定平
育道

の教
種育要る
４の育

類庁なも年局教
渡

島格と月情庁

渡資の

報 教はす

行

育、る日処島

競 教令
争日 育

入 局

札
昭
告 道

に
和
示 教参 第年

育加 ２

す
政
号令 庁第る

渡者
号に 島

。必

教

法

以要北

年し 第

４た日 ３

月。株札

昭
号

１式幌

和

北央

法か社中

年日会市

成道南

第平海区

律ら

電１

第
３計西 ）

年子条 号
月算

厚
市
幌
札

道

区
別

企

町
別
厚

業

幌
野
小

局

れ 入 い 育さ 争 な 教止 競
。 情い へ と のて 札 こ 局

理こ 加

処い 参

報な の

一 教と を

七 育。 排

五

理教

机て

用れ

器さ

機除

。に

定般育局

がに一教育

局
る争器情

結め競機の

締
の札机処

よも入用報

し
し公賃教

ととのの理

う
当を借機

る、告貸育

す
定契う約用

に該行契器

下な海

め約北机

育資道

局

を育

政格教

告

」定庁

令

示

育 う。教 いた島

とめ渡

第長 ）局 。

高

条

セ丁

ま海タ２ の
日北ン目 条

規
の公地 の

で道ー番 ２

管 よ
に業 に
間企 定

期営

海
料 北
る者 、

け理 り
お

２
の

の 道
金西

告

示

るに海の

な
で

の
も

る
い

育借

約り教貸

契よ道賃

るを渡資

係達庁の

に調

川 企

の

修 項
１

第
５

橋 の

利 業
務 工

事昌 局
納 業

収
用一

の



６

格再再成格資

イウ作資
た有 申格 中を企申しの

組を申効 請の 小有業請
の 業る合し請期有 企す

及期 方 等者又よ書間効

協ではう類

北 海

５

う資

格再次行

イ資をア

請 査 出いこ格 申 審 提の
の のれが有 の 先ずとを

にきる 申事 所かです 再

在

道 公 報

４
格申資申資申

の資たア
書 請請

に審格格請提

際
格の査査類
出 資査審審

提の を申ののを のの先

請請出名 時方 有請申申

すの

第

３

年つ
て掲経中

法 資中以いに

第 企はげ済小 格律 小下
業中、る産企 要
等 件小当要業業
協 ） の協企該件局等 号

、が同 特第 同業中は長

等小

号

平す道
関

平成る税

成営を
十年業滞
三４を納
年月行し
四

あ協法とをび間

１って

る出該

組る業す提当

同
の合者し期

合も組
あ、けの

企にではな間
ば新

組るる４れ更

業限

な手

合。資の
な

除ををのら続

を）格

。

。更す請い

く変有申

地請由該る者
）しる書

郵北電る該

す当

当。の

番道番で格

便海話者資

館き係

号函号引に

続る 市

き営

原資業 － －美

格を ４－ 丁を相

、る

る時期は法はす称
と北

で及平次こ

者期、

掲に海

あび成に

る方

４るり教

も法年げよ道

請わ庁

が月申行育

の
構
員か類け島

成日書な渡

過５提ば育

のらのれ教

条 合 例協企適行組 ３ 組

し官法 第 法同業用う合

組等

需３ 項 昭合協な公第 １
と組。適条 第 和」同い
又組４ 号 年い合格第 ７

に 掲 律。は合号 に 法う
及業証掲 げ 第）協の

び組明げ る
中合をる 協 号

月日てい

二現いな

十在るい

四にここ

日

き
引

て
い。。

おとと

火

き
続

曜

あもでの

でた者類

年
２

格構先

資の出

るのそ提
該

すを当

有員、

を成に

た先

でし出

者更提

る変

得続
構の指

のもの

そ

目

よ、

と併 内 番う合

６
線

るは

号す又

も譲

格承

資り

、よ

はに

の渡

企

半月出な局

査し

審継

総

を日にな画

数８先ら
課

めで当。務

占ま、い

に出校

い間提学

ての該

係

きなの理

とし先管

る

）

なよ

ばに

れ示

。け指

次す業 組 第
小が有企 業

と合 条
業のる組 合 ３

企
団い

。び 下 規
体ずき及 以 に
組か協 定
のれ

に該組 業 る
織に業 協 す

すすに 合 小
関当合 組 中

法とっ と 業
るるあ 」 企
律きて い 等

日

機
育
教
理
処

報
情

の
上

以

よ

員に

成示

の
机
用
器

３
資り

者をアイ 条

はし

の の 付アな申申 条 件こ
般られ請請 ５ 入 一かけ

申
再者

のた
競ウば の 札

２

請

札の平処当あ

入次報で

教調こ

にい成理該る

納

参ず

機物。

加れ年育達と 入

し

い成

な作

らり

すに北

１
。

と成調情調納

の平入

次

達報達

札

お

理す 付入 り年を処を に

う 協

般月る教る

一４す

はは

和２設 組）
昭、、 。 同

にの立 合

北 ７

海
道 資資当

教 資格２資該

育 格格をに格許

庁 は有規に可

渡 １のす定係、

島

に
借
貸
賃

のるする免

期 のる
効 格係

資に有
約

な ２のの は 効般間 有一

時方 地 入でら の 、 争ま
定い期法 定 方 札にな 規

資る よ 治 加め。 に 自 参

れ 条 施 格と平申け る 法

書ば 件 行 のこ成請

令 審ろ
一

査に年類な 付
り月提な 般 昭よ４のら
出い 競 和、

該道用に 場るも海器品

す育のし

に当教机関

者

渡貸要

要る庁賃、

所必

仕

北北資と島借求

なこ

道育資様

海海格。教の

古告をに

函木局格書

道
高第す載

工内示有記

館

物育物

す

業

る期 競
入等器等 事

争日品機品

名机仕

札項の用の日

式成

下及一等平

以称様

び

入数

」札６

札量入年

い北月明１

と１説月

教 喪者る営許

育 にが資業、

局 定失次格に登

告 めの要関録

示 るい件し等

第 契ずに法を

３ 約れ該令取

号

係にし規消

にか当のり

も当いにれ

る該な定さ

でるとると

のすこよた

札
は入新

間争更

期競の
定

有決
を札
格落
資の

、

争

めで
認ま
と日

るの
す

２日先。

ら指 札 政のかの 入 年

掲月に あ 第に５示 で 令

げ８よ る
以

資作 で 。

る日り の 号

有た 札
をし 入 下

格成 、
加 」

る請 参 令

す申 に 政

号こた

高等２るし

か書

規。件

学校にと要

等学
校

た

所る満

かすを

２定等

育る

教い

道て

海し

）北

及

う海当書日

渡と

庁こ

育の要

）教りび

。道た

様

施渡価仕

実庁単求

を

よ

。育に

る教書

す島）

。

あこと許き

高
長る

局

た免

たとっ・

るとな可

有たき・

、っと許

めな

間は等

期き録

効と。登
る

新格す

更資要

の、を

る
旨す

たと

、失場

はを

っ
あ

が
知

通。
の

一た

七日

六

よ い

ど類 し と

の
１
ら

か

の出 と 。

か提 うう
うを

島を

第る請な

申し す ）

情者

のた

局し

育明

教証

なお

わ。に

行う合

修
橋

、

。て

いい

契
る
め

定
に



に入る捨税相

号ア

平 掲札落額て事当

成 札 げ金をた業す

十 決 る額加金者る

三 定 入等算額で金

年 に 札にし）あ額

四 当 及係たをるを

北 海

８９

開

落財内札契要そ

囲落
書 規札 最と

札約 務で者

時 のる の作

則の 低す 者

に 価。の 第
決成

お 格 条 定の

道 公 報

６７
保説

開札札交交

入入入
の 保金書 札付付 証明

札
免付 証 日場方 、交

は

第

４５

館海札入入開

契函北入

札 項美教行

条市道執

約
示４庁場 を原育の札札

目島及 す場日場 丁渡所

号

類っ

書行

請を

申査
審

ウ
提と

のた

月 た びる金もか入

二 っ こ消額っ免札

十 て の費て税書

四 は 公税当落事に

日

価者載

、 告及該札業記

定地額格です

入 にび金

るこ

書 め方にとある

札
に る消１す

火

のを。

記 入費円るかと

載 札税未

曜 さ に満で問

い

れ 関以の、わ

法月否他 １て １ 方要 第

規 り 規に た の２ 当 項、

りる 価 よす 単 に定 の 定
っ たを も め格 を 定資 ）

す関所法

除に

し て 予有

。る
るす

時金

事函北電

市道番場

に項館海話の

。原育で

じ美教号所

同

交 ４庁

付

目島す － 丁渡

る

所時所

６教び 場

－ ６教

局時

所番育日

号企

同

総館島成に

画函渡平

務市合
月

原庁５。

課美同年じ

４舎
丁４
目階日

６

郵北電査
審

、

先は

出き
号を

番道番果

便海話結

育申

号教

請 庁

者

島に － －渡

通 教－日

る数札、

た す下端入ず

金
費あ参積

額 条消がに見
すっ

当 に税る加も

に 件

金 反」きるた 該 違等と

い、は約 額 しとは者契

入うそ、金 の た
札。の消額

の

は）端費の 分

、の数税

５

い 札 価な 入 定

無取金等

者 格

の 有
た入 入 当た な 月し 効 １

る 単財 限 の、 に り札 札

。

を の則 ） ）規 。 価務

番育
局

務線 総内 画
号企

課

午
前 号 番
会 号

育知

室時 議

す 函局

る

務線 美総内 市画。

館企
原
４課
丁

番
６
目

係 相の 効扱額に に分

号

といを
当 す切る

。
るすり課に

川療院

同メ医高旭医病

条人

リ法台十法

モ療砂

友

元ル社院病仁

ア人病

制第
会院恩会

生病団院

し
た 限
範を各

者 の条

モ療川

旭石同メ医大院

ア人脳

脳病リ法原

川田

病団経

経元ル社神

神院

定

科会院医外

外生

北

昭）旭旭 海

の平川川 道

一成十高

和
選

条砂 部 挙年
を年病台 管

次４院病

北
理

の月院

海
委

約名所の細

契こ詳

アイ イ

すの入

関札、

に入は あ一と

落でのこ

者員る

和石

とかに

者る部。

札

９１

同同同同

山会田

森
２台通通

町砂条条

旭高

条１

修科

丁目目目

１丁丁丁

同同同室

院山会病

病森

２９１旭寿
市
蘭

・条条町町

条丁 １３通通２１ －

目目丁５ ２丁丁１目 ・

道

、

よ 員選
う日 会

に
挙
告

改
管
示

正同同

理
第

す
委
員
る 号

高

会
告。

１

第通台

示条砂

北丁丁

行説

る執札 在

海目目 号

を称地、書

務は明

事

道

担公に

選

す北郵電する

当開よ

挙 る海便話る。

管

織教号号

組道番番。

理 の育
名庁委

っ申税

なを免

－ 称渡－

が

はる者

者出業

たし事
たと

札。る

落とい

、こ
速、、

後しは

定だき

決

目１２右

や落共

番番
８号 番

同平同同

地号号

一
七
七

右目の

に

２ の
号番 －

地
同同

・
１

及をを

」」」

道２

不

挙地 在、 選番

者管
平平 行

員 を

委 票

理、 投
こ

委元元 う

会

と

員
長

が
で
き

員 及島
び教会 － 所育
在局函告

地企館

示

務原線 総美内 画市
課４
丁

番
６
目

体

消が業

に者企

か札同
業税

等企費

税同消

費共
事場税

税の免

課体等

の

申

であ者

者で業

業合事

病

橋 る

、
り

び削、

あっ

指

之 の
等

康 院 免そを

か、書

るて出号

業成す

事構出

税の提



ン

正セ園特石社正セ園

希福北タ

会ン別狩会会

広ー護久祉広ー

北タ養

人リ養

島特老の法島特

ハ部ホ北ハ部

リ養人園
ム長リ恩

ビ四ー海ビ四

リ恩

北 海

会

医老ワ医介ス特聖社
園福

療人ー療護ポ別芳

ー護祉

法保ル法老ワ養

社保ル老法

人健北人人

設島団健北人人

社施広

施広ホ北

団
エ

エム長

仁ス仁設島ー海

会ポ会

道 公 報

医ジ病医ジ病同島特北
島

療ュ院療ュ院病別広

人ン療病

法ナ法ナ院医

深仁人

会会即法院

人ン

仁

ン川ン川会即

ア深ア

一ー一広会

リ第リ第北

ー

第

療黒

院老医老医台医石

保法院法外

人療人療病
神病

健人健人人科

保法
設部設仁部院

施神施同

星院星向院

北病北会病

館館陽

号

脳法原

川療川

旭医大

平神人脳

成経社神
十外団経
三科医外
年病修科
四

市

市島

狩広

石北

院会病

高岡

町ヶ

幡富

八
岡

番

９地 番

輪輪市富

島
広

同同北同

の岡

厚厚西ヶ

里 番番

番 地地

地

４４栄栄

市
川

同深同同

１１

条条町町

５５

７７目目

のの丁丁

同滝同同滝深

地地

番番

清若栄３

市市市

川川川
３５

流町流草町条

清栄
丁丁丁丁丁の

５３５１

目目目目目
４ １４１

－番－番番

１ １
月
二
十同室

四蘭

日

寿
市

丁
通１

条町

火

目５
丁目

曜

番２
２の

元
平平 平平平

を

」

２

り

、削

をにを

」」」

同同
、、

をにをに

」」」」

平平平平平同

号号
り

、削

をにを

」」」」

日

の
地

同

規１ 北

地定 海

に平資 道

よ成格

方
警

及

自
り 察治
、年び 本

一４調

法
部

般月達

施
告

平平
、

同同平同

よ
、

北

平う 海

成に平

別芳特石

道

８改成

養園別狩

選 護養希

年正 挙 老護久

北す年 管

海る４

人老の

理

道。月

ホ人園

委

北ケ

会会合

社生総
ーホ

人市ン

法島セ

祉広ア

福

を

行 札高タ

競 示令
争日す 第

入る 昭
札物 号 道
に品

和
年参等 警

令す種

政加の

察

者
第る類

号に 本

瑞２同西同町

以要
。必

生風
連番
下地
川 番

ン下館

の字地幸

地番町

ー風ニタ川大

ニタ西ュ
ィ民ー

ィ連テー町ホ

テ

同西同瑞２同町同
セコ

風生

番 連

下地

番川

瑞

字字の幸字 地地町 番

川大生

西子瑞ニタ下館

コィ町ホコ

風の生テー

海母ミセ民ーミ

北連家

選 員 ムー

挙日 会

管

聖ム

告

理 示

委 第

員

石
狩

会 号

町第

幡示

八告

市
高
岡号

里
の

西
同

厚者特

幌齢ー

地
番

部

資
下な
格 告

」定海

令を北

政

示

本 う。察 いた警

とめ道

第長 ）部 。

山

長

同下育

ンミセ会ル

条

教
町

川

同

挙
選

道とュン会ルュ

委町

理川長

管同同下育

委
会
員教

員
長

施
の

等
会
説
演

９人

番個
の

元設

平

指
定

平
４

の

」）

一
七
八

第
５

田 の

に

の

廣 項
１

。
る
め

改
に

」

之、
り

康削
をを

橋」」

。
る

め
改

の
次

、
を

部
一



４
て格申資な申

及め資ら

び

平

請請

協い審格い

成 業る査審。

十 のの 組との査

三 合き申の

年 時方 に。請申

四 あの請

北 海

３

年つ
てび経中

法 資中以い及
済小 格律 小下
第 企は

業中、に産企 要
等 件小当掲業業
協 ） の協企該げ局等 号

資が同 特第 同業中る長

等小

道 公 報

政。道道平過、調

とつ
２実物

令が税成去誠達

第行を
う滞年年に品

指納４間履の
し守 の名し月に行保 条

競て１お

第

２
い締

資物の政約

資次契

れの 等

第 ず結 格 品令
にた

該に 種の もめ 条 要 の

号

必め

成に定契

平者に
る

と

に資の

度なも

年要る

いはす

お格

月 っ時期は法

二 て期、

十 は及平

四 、び成

日 設方

際月

の４

立法年

に

火

格か

資日

曜

企格行組 ３ 組

有平

をら

法同業要う合 条 合 例協
組等件官法 第

需３ 項 昭合協は公第 １
と組適適条 第 和」同、
組４ 号 年い合用格第 ７
。はな合号 に 法う又し

掲 げ 第）協いのに 掲 律
及業。証

び組明げ る

いた点 ４

中合をる 協 号

入る現て者検 第争い日

あ可 項札者在、でが ２

なおのる能 のにでに１
こな 規関
るこてにと者 定すいい
めあ よ

指と、定。で に

こ 競

を刷るる り

名。印

。 入

止器約と 争

停機契

第 格類件当必 ４

さのと

うオこ同 項 るな １ す要
規 フ の。フと意 に 機オ
貸ッ得 定 セ 賃）セ。を

契印い る ト 借トて す ッ

機者 刷 約刷る 者 印

る約

賃含 成 の

のは 未 機

。

て、
結め成

締定平

がに
道

しる
とと月

うの５

よも年

すし
当に

る、日

に該一

日 す成

る
も日

る７

あ月

で５

者年

員に

成間

構の

がで

のま

小が有企 業 ）

過な

のし

る組 合 ３
企次す業 組 第
団いと合 条

業の

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小
律きと い 等
法と」 と 業

を の

て貸類 へ

れ賃種 札

いをぼ 加

な業ほ 参

い事
く 除

とんじ 排

こ営同 を

契 て

るる れ

いす さ

。で

年

締 者

。を る

と約 い

こ

契な 、

借れ 貸者

貸ま 賃

） 佐 約。 保

契約い 被

借

被
い は 格な 又 資で 人 の

こ
人
。 助 下と 補 以

に争

め約競

定契般

で 資

に調の

約り札

契よ入

る

行

一すを

るを告

係達公

等フ

争品オ

競物う

般る

をば

数れ

半け

札のセ

入

１
占な

に達フ達

札調オ調契

入

期

すすッす

付をセを約

はい う 協

るるトる

和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合

北

次

７

海

の平 道

と成

資資

警 資格

お 察 格格を

り年 本

一４

は有

部

般月

、のす

告

こか
、 い

し な

結 で

１る

６

再し格資資に有

成資約
る 申格効 申たの格係

再

効有一 請の期 請申有の

格

よ書期効般 有間 し請

５
い、
て と

っ 」

あ

格再次行格

資をアイウ
有業 申 審のう資中を企

を企す組 請 査いこ格小

ッ

れが有業る合 のずと

、刷

加は印

参類ト

に種
格請提提

資申
たアイ

す
をの 先 査類先

出 審書出

項借刷借間

事賃印賃

の

等等平囲が

品品

物機物

でり

の１の成内有

名式仕

称様年、得

月月成。

及１等７平る

び
数当１

り札か６

量た入日年

競 示 の喪者

争日 第 が

入 に失２

札 号

め規

定に

約る

契す下

る定以
と

る要」

係格札

に資入

期競 効の の

のにい

も件

を及間争 期更 方う類間

札

法す提び間は入新

と

落

者し該資の

る出当、
決

、け間を札

はな期格
の

のば更す定

４れの有

な新る

申な続認ま

のら手と日

す等者又 再の

請いめで

にきる協では 申事かで

る業

請由該る者同あ協
合

す当合も組

当。の組

る該の

で格業限あ

者資企にで

き係合。資

引に組るる

き営除をを

続るを）格

名

申提所 の

資業く変有

こ
、る
はす称地

請出在
道

掲に海海

にと北北

次
行察幌

るり警札

げよ道
央

書な部中

請わ本市

申

の説ら月

類け総

単明平
を

価書成日

）に

当

。月に

る３度

よ年限

一 日該

七 ま契

九

該う

だを
た間

。期
で約

なを北

るし）

あ当。

で

警

、こ施道

めい実海

た

な。本

効とる察

有とす

山

更と

のた長

間っ部

期

旨す

書。たと

はは

新き

が

出知

提通。

ののる

類

か

該日

当た

、っ

にあ

先

。更す

のの

先１

出ら

提

でた者

を相）しる

格を
るのそ

よ、あもで

得続

す又格構

と併資の

う合
すを

も譲有員

るはを成

、よ者更

はにる変

の渡

務区

格承そた

資りでし

出な総２

提ば部北

のれ
い７

にな課西

先ら務条

の
先
出

提
該目

当。丁

、

算る
予す

、長
し延

示
指

行資

、、田

範と
のこ

。

。う

い失廣

なを

わ格

契

りる

よめ

に定

示に

指

成

査し構の

審継のも

作

申
再者員

のた

し
成
作

り
よ

に

請資



開号。入る

要そ各るア

の札 掲金額

札に札落金
定 るに加

と決 げ額を の
他札るし

にに 入係算

き

当

北 海

１札

８９

交札の限約

落北項に契

の定。作

道 者規る書

海
よしの

務 決に）成

財 付

者否

則 方りた要

規 方定
法法定

道 公 報

５６７

札便便札交

入入郵郵入
び明付

保等及説 札

開開

場

金よ電書 保 札札証に
入に交

証 場日はる報の

所時金免札よ付所

、

第

３４

海話札入入

契北北電入
行札札

条道道番執

約海
を幌察の

項札警号
場場日 示市本

及所時

す中部－所

場央総

号

２
納札成

入平

平に
成入参年
十加北
三場す海
年る道
四

金

いた 及消た

お 所者警

及

、て こ税額

てっ び費

２は の
規入 告地該

に、 公び当

す書 定消額

定札 に方金

資記 る税１

るに め費に

格載 入円

有れ に下満

をさ 札以未

予札

和た落

昭めを

北電
番場価と

年 海話の定者
のる

海 警号所格す

北 道

道 察で
交制。 規 本

すの
則 部－付限
第 総

る範 務－

号 部。囲
内 。 会

る札す北

す入関

除るに

同認事道

にに。はる海

。。な幌

じじめ項札

同

２
北

区
央

。中

い市

び

北部日 － 所区務

時北北平 ２会

海海成 条計
西課道道

丁幌察５ 線 ７札警年 内

市本月 目

中部
札後

北入午

区階
央１日

２

月に察

二必本

十契要部

四約な告

日

当格第

担資示

者
がに

等号

火

定定

指規

曜

した 関の

るる

すす

い額 る費数

な金 す消端

の当 件等あ

者に 条税が

た金 違とと し該 に」る

札の しうは 入額 反いき

た。、 、入）そ

は取端 の 務札のの 分 財

で

、扱数 ５ 規

線最 内下 課、
以 計

の 財低
務価 規

うて いっ とも 」を 則格

１

目
丁

７
西

条

）札 。入

西場時

条会
７
目

丁分

日

と
こ
る
す

有
を

所格

場資

効額 相 第無い金 に 則

。

当 とを

条すす切
第 ２を

９ の事第加

条 え第 と条案

者条示

す例移条る三開

通第に例請

る第送を。

。

対第求 条知

年

第

の書条す

有
効
第入
な 条

第 告

８ 北）第

条

道 北程一条案

海の８事

を次送例

情 海部を移条

公 情次の通第

報 道

北の
次

報のよ知

詳道お成

海と平

細情り
る月

、公め４

は報定年

入開

所のの

者契ここ

イアイ

札

札あに入入

落で約名

とかす及に 在 者る関札 す

て事当

捨税相

り課に

金者る

た業

し意第日

２にとる条月

第書項

５る、見１

第よ

提に

項も
にの
いすをの定

おと条出規
会る

てる第機す

準。

与機

すと付施

用条の実

開

同、等関

るし

うに）の

条 公よう書条

改め第

の 条に改２

例 開

す。項

行 の正る２

施 例

す に。書 関 行るの

に 施

別 山 る、 檜 すは る 関面

区 山山記 海 檜檜

札条。

書施

明の

説例日

公檜

に行 山 よに

海

。す

る関

区る

漁

山
檜

業海

調

称地契け

なをるびお

区

は入

たし務約る

っ申事
る担北郵電、札

者出を

行

、こ当海便話調執

は

号手は

落とす道番番達

決組察続、

札。る警号

の公 定織本

止で

後の部－－停開

速名総

等行 － や称務

入

をるを

）あ額

額で金
事に

て税書

っ免札

もか
額です

金者載

札業記

落

が

るかと

するこ

とある

条続め

第９手定

条第の
項

の第事

項を）る

２
書

の

、し次

はと、

面条は

条り

第８お

記第と

別、

区８ 漁 海海第

号のと

８

整 業業様 調 漁漁号 業 区
委の 員

整整そ 委 調調式

程

会会の 規

員員１ 会

委
長程案

会規事

大一送 成

の移 平

部通

漁 整業

委

整
調

員委

告会

う

改
を

部
一

の
程

規
会
員

か及部が
有。 にび会北

り
内 費在課道得

消所計海

等幌。 線 税地札る

の市

課中

で条

者２

業北

事区

税央

ず
、わ
で問
のを。

あ西

加も
参積

に見
札、

入

一すっ

八るた

〇

次す

消額
、金
は約

者契

１

のの

そ次。

式にる

様

改書 ５

谷を知 年

の条

２

正に 月

すよ

る
す

正

規公も

實るる 日

税
免目

か丁

る７

を
程
規

費の

業
事

税
係の に分 等
る



１ 第

又平 公 条

成 は の

十 文 ２

三

書内

年第

年 １

四 項容

北 海

１
の

そ

道 公 報

記

第別

別 の

第 各るの記
８

条

号条公条開第
号 条に例文例示８
様 例掲第書第通号
式 知様 の 第げ
る条開条書式

３次８

条区の示のを第

の分３通

第

第

る

３４
の第

。第 条 審 条と条
の会条者

例す例条査三

次に例か

第る第
。

の

条条に諮第ら

第第次問
２たの議

２３のし条異

項項

号

条
２

開意例第
条例

示見第
条 請書

２り

に提第よ

求の条に

の る先項開

係出

月 月の

二 規名

十 称 定

四 日に

日

のの
求次

請、
示り

開よ

火

山っお

檜あと

曜

区公事

海たり

案
事

様

通
送

移

２よ関

３に第知第の条

規じ号号う係

の応１書

当決決改

定、ののに）

各ををる

お該定定め

に
準にたた

て号しし。

い
るる

すめきき

用定とと

のの条旨２申
条通別別

加通通て

書書をのの立

は却

ははえ知知を

面面

す

別別。、下

、、る）
第場

第第記る

記記別

９

合 号号

式通

式式様の

様様号等

文び規を

公及に示
のの

る旨

に出する

書提定す
そ

さ施び

録限実及

記期
定由

いが理

て関の

れ機

該るす

当めと

る

日

送

調に移

業書を

漁文案
、の

員てた

委いし

整つ
知
道通

長海、

会北で

会

開す
公ま
報し
情

書
知

書第第

例知記記

月
第年

第
に

式式

第る様様

条よ号号

のと第異

項ののの

３も
の立

定る者申

規す三議

申係

る議に

よ異て

に。

査

文示審）

公開の知
書

係問

開に諮

の定会

書決

る知書

係通知

にる通

示

行

照より

見によ

意書に

項。

第事る
書もう

会る

各

す項

関前

に、

者は

三

る

内め

の定

報に

情号

る

１ 第送

例
条。 印

の
も

容

し又

、

文 ２で

は のの公 条た

はて公

面立る号日

年第

次係書

、に文

の
そ

６注

２

りな

件な明 備本に不
と

よとの

にのも

示ま点

開

３４５

。

もるす

るすと

る

移移担移及け

の関お

を事を当担 送送当送び

通書内

送
移

２
、
か
ほ
の

ま名

月にし

の 項知容

５
用
開準

日て。称 いす
お

第
あ条

の同
求る

請す
示

っ

案
事

様 移

山
檜

送

つ当

に担

求。、

請すは
お

、に

は等

て課 考い部

当

けわ

受合

をい

送問

移

た局け実部

をし務受該

施実機等

実等た施課 し

施
実

日関機に

機施関 た 理
た

し
を

話話

電電

関
機

定
書規

文の
公項
た１

由

てり
いよ
つに

に

一 、、

八 北次

一

区
海

報り
情お

道と
海の

通

調
業

漁

知

員
委
整

書

実く

たせ

月
第年長
会
会

い
お
に。

関い

機さ

施だ

開
て

部

年

等業

定工

決本

示日

月

案
公事

日））

線線

内内

を規

号日印

例移
条を
開 す格

）
課

）

こ４

る



開条

海に件開

北本公
報

報る請第

情す示例

道関
公情求

開報に条

北 海

記
別

別

第 記

９ 第

号 ８

様 号

式

式
様

次９

の第

道 公 報

件こ明 備本る不
す ６注

、

請なは

示に点

開とな

求り

第

担移会等

の議課

３４５

事を長 送送当送議

移移
た局けお

をし務受に

を

号

２

平移 成
十送
三を
年し 四

公項

例記る２

条が係第

づれ書規

基さ文の

に録
のよ

、公次に

きたを定
ご

檜に由、

書理り

様文
り見

海年いよ意

山つに

次関

に条

区て

公

５）

の係

文

様書 式

の を

開

え
加

示

るに 。

る
係

考い。課

つす当

にま担

送い

移問

、お

はに

て等

北だ

たく

けせ

受わ

を合

担 た施北る

実等たけ し

議
道

海
北

日関道当

機海
局
務

話事話

電会電

月た

二理

十由 四
日

火

曜

聴

業月示示お

漁開開を

がるし

整求すき

調請を
りとす

員にあこま

委日
し対で

会のまにの

会次
り。て別

おたし、

長と

北
、紙
海公

書
会

照
見

意

会
議。

道い

海さ

月
第年

お
に
長

議
決規

示業

開工

て本

い日

月
年

定格

課

日））

線線

内内
日

日

住氏連年

情書
道文 印

漁
区
海
山
檜

紙
別

号

意備

４５

）

を４

等

又れす第る

２３

当 見
担

理 上てる北

報道に

記い情海条由 は
文 定

決公 示
開１ の

公る

月

所名先
絡

に

のの付

そそ日

人人

法法

会

団団照

のので

他他け

調
業

あああ

ににの

体体

員
委
整

公

会 文

会 書長

開
の

様

定
決

示

考

） 出
等 提
局
の務
事 書

先
〒

電

－話

容書内報り

文の情よ 内

に条を

記開示

に容公開 意

の る
係書

さ関例す

録

っ

、
り

よ
に
」称 書

見名

はは話件

てて電た

っっ
称い

事名号つ

、、番に

は代次

又び、

所及て

務

り

所のお

業者と

事表の

所名回

の氏

書
見

意
る

係
に

）

業月

工
本

日年

日
月

年

）
線
内 一ま

八で

二

ま

地し

在）答

送
返
ご

に

日

格
規

。
す

）

。
い
さ

だ
く

）
４



公とこ

たの

平 文おの

成 書り開

十 の公示

三 年開文決

年 示書定

四 請のに

北 海

第
記

別
式

様
号

９
第

道 公 報

のおて 意２なし
載 ３注

、のさ 見は２だ

欄、く

該欄い

第

内決
意
示 は対

開

又反
２

思

号

書
文

公
１

月 月求開不

二 に示服

十 つ決が

四 日い定あ

日

た合

け、し場

付てをる

道で、

海のは

の北

火

山報通の

檜情、こ

曜

関
条

区開し示

海公知開

公

）
係

開
の

書
文

様

に
定

決
示

がす、 示障

当で。 開支

る さ

を 理 るを」 る れ方有 あ

囲
囲で

で印
印○ と由○

開支 定

だ場
くだ

でん
ん

あ 対有さが

に示障 の 容

有
ると分

部 る す無る れ

称
名

の

日

。が

業例す定

漁条ま決
あ

調第

整

関１こ

員に第た

委条っ
知

長るのを

会す項と

会

よ日

がにた

報定っ

情規
録りの

記

書
知

通
る

係

、
。は

いに
さ合

月
第年

に
欄
の

３
体規

具業

を工

見本

意日

れ次日

さ、翌 印

無

的格

号日

年

第
記
別

式
様
号 開担備

４５６

）

記４

に

、番 で１２３ の

を

当 示

決 文 了示示 御公開号開 る止

らす停

かを行
承決 てがさ

しとな

算こが

起

檜決
示

様開
の
け

付
日

月

山定

第
関
条

審

）
係

諮
会

査

日等考

る局

す

務 施
実事

の だ年を く書定定

話
電

。及理 い名日た さ月し

でれ

年

称び由 た

内すっ

以まか

日きな
示は

北開き

、、と

にが
る
にす

事施
知実

道を
海

る

業す

漁対

区に

海等

対

員申

委議

整異

調

一 会立

八 会て

三

て
い

つ

長に

書
知

通
問

月
年

業月

工
本
日第年

日

第
け

付
日

月

日）
線

内

に

不異
政に

行で
てま
し

てる

査立す

審申関

服議
づこが

基び報

に及情

法

海 印

北
、

異に示

くれ開

号日

格
規

道

ま

申づれ

議基さ

号

）
４ て執す

立く



にお
と

の
次

り
よ

に
定

北 海

第
記

別
式

様
号

第

道 公 報

を事

問当

諮担備

３４５

第

て
立 書

申

文服

公不

１２

号

報た
情し

平公の
成開で
十条、
三例通

年第知

四し

報実
情を

る示
す開

関り
と

さこ

様録る
記す

が施
文ま

海公し

山たと

檜れ

区

第 条

三 関

者 係

の ）

公
る

係
に

て
立

申
議

異

の

話
電

日等考

た局

し務

称容
内 名

の 月条ま

二第す

十１。

四項

日

よ
に

定
規

の

火

、
り

曜

つの

業にた

漁書し

の
次

員、通

委て、

整いで

調

す

長申ま

会議し

会異知
す
対
に
て。
立

書
知
通

示
開

の
書

文 年

格
規
業月

工
本
日第年

月
日）
線
内

日

開
公
報
情
道

海
北

り
お

と

す
申ま

決
る 印

に
会
査
審

す
第対
けに
付て。

日立

号日

）
４

第
記
別

式
様
号

示 定
決開担備

る

５６７

の非の決

２３４

を ）当

異う開２う異定

報
議開ち示にち議

問
諮

申示、を記、申却

でに

に号定
決
る

文
公

１

情示次

る開り

す非よ

関
報の

録開り

様記部お

が一と

山れ）示

檜さ示開

第
関
条

異 係

議 ）

公
る

係
に

て
立

申

る局

す

由務 施 理実事 の 求載開立下

話
電

日等考

定議めさ示て又

立決異

棄

にし申たれすには

て

情す却

係た立情たる対

）報報るす

る情人報情

た決を

称
名

の
書

情報が

す

漁文を施

区公定実

海

つしこ

調にまる

業書し
し

員てがと

委いたと

整

た

長該し

会当ま

会、、
年にで

分の
処

書
知
通

示
開

の
書

文

月
年

業月

工
本
日第年 日）
線

内 一
八
四

議し

月異知 印

る通
係、

号日

格
規

）
４



道お成北

海と平

北の
次

平 海 情り

成 報定年道

十 公め４情

三 開る月報

年 公 条。

四 例日開

北 海

規 ７の
こ
附

は 備程
則

成
平

、

道 公 報

異定決開担

決る

４５６

示 議定

実事 立処の

を 申原）当

施 て分理

第

２う

報の開うるの

２３

異う示ち情

記、

議非ちを、報にち

立示異め載開

申開、求

てと議たさ示

号

書
文

公
１

月 の条

二 施例 公
十 行の

四 に施

日

室る

根す

る関

すに

関行

火

区室室

海根根

曜

業区区

漁海海

４
年

根

考月室
海

か
日

区 ら

漁

行
施

業 す

調

。
る

整

更る局 対変す

にを由務 情れす

話
電

るす日等

す

係た立報にたる

にし申

す報報

る情人）関情情

称
名

の

情報がの

日

委調調

整業業

調漁漁

告

会

規員員

会委委

員整整

部の

一長程

の会規

程会

す改

正黒を

改部

を石一

委
員
会

月
年

格
規
業
工
本
日

規三す

る勝正

日）
線
内

別

を規

程郎る

示８

条公条開第

るの記
知様

第書第通号

例文例
の
条開条書式

）
４

第第

の

４

る 第

各 条 。第 条 審 条

会条者条に

例条査三号

次に例か例掲

第の

る

条に諮第ら第げ

の

２３

第次問

第

条の ９

条例条と 条

第る

開開意例第例す

条示示見第

。 条 例請請書
第よ第

第求求の条に条

年に提

２を 第

の事第加 ８

え第 と条案 条 事

を。者

案す例移条る三

通第に

移条る第送

送例。

対 通第条知
の書条す

一条

海の８

北）第
告

知

次の

報を次

情部を

道 程

通３次

の示のを

のよ

公

う

１書２よ

第知第の

３

定め

決決改

ののに

号号
と

たた

しし。

ををる

定
きき

と

議の分

３のし条異条区

条旨２申３に

項２たの

規じ

書をのの立の応

の

知知を定、

面加通通て

該

、る）は却に当

はえ
記別すい各

別。、下お

第場準に

第記るて号

合用定 号
様号等すめ

項開項

条月係出２り２

１公及に示の

第日る先
提定す面

項文び規を書
旨、

規に出するは

に書

す録限実及別

定記期る

実れ機そ第

るさ施び記

機いが理号

施て関の９

関る定由様

第よし意

書条２にとる

も第書

２５る、見

）の

提

第項

２にの

のいすをの

項おと条出
会

書てる第機

面準。
し与

、すと付

は用条の

条よう

開

記同、等

別る

る

施改め

のに改

例うに

る
す。 関る

にす。

行正

第第

記記

別別

区
海

室
根

式式

様様

号号

一 のの

八 第異

五

るる
異て

の立

者申

三議

例知

の式通条通

式様の

に

示審）第書

開の知

決査

３も

に諮第る

定会条よ

通知のと

る通項の

係問

に。

書に定る

知書規す

が当めと式

よりよ

によ

め第事る公

定該るすの
の

事者は書

る三項。文

す項示

は関前開

項に、

る

の情号係

次る各に

、

内め見

おの定意

と報に

手

第条第の
と容る照

り

項を）

号２条続

８第９

式の第

様
そ書

、

の、し

１はと

の面条

８条

移第８

案記第

事別

員
委

整
調

業
漁

通号の

送

程
規

会
成

平

に文

て公

立る

申係

議に

も面

もう書

る行る

係書 るす次

すと、

とのは

の 。のに

るの書

すも会

。

に

知様次

、も

かる

ほよ

２１

よのの

にそ次

書式

月
５

年

もの条

る

公
日



件な明 備本に不
と ６注

、

請すは

示ま点

開りな

求。

北 海

担移及け

の関お

３４５
当担 送送当送びる

移移

部

をし務受該当

を事を

た局け実

道 公 報

１２ 第

又

年第

文 ２送 は の公移 条
項容し １書を 内

第 号

８１

第の

記そ

別
平号
成様

十式

三
年第

四

て課 考い部

つ当

に担

８

をい

送問

移お

、に

は等

課 し

実く

たせ

けわ

受合

関 た施実機等

実等た施
施

実

日関機に

機施

月のた の

話話

電電

関
機

開よ
日に称由 定

理 規名

あと
のの

求次
請、

示り
公事

たり
っお

案
事

様 移

室
根

送

区
海

通
月条

二関

十係

四）

日

火

曜

い
お

に。

関い

機さ

施だ

開
て

を規

等業

定工

決本

示日

月

部

年

す格

を
文案

日））

線線

内内 の
てた
いし

つ送
に移

書
し
情知
道通
海、
北で
、

調
業

漁

開す
公ま
報

知

員
委

整

書

月
第年長
会
会

日

本る不
す ６注

）

こ４

る
示に点

開とな

件こ明 備 会等

の議課

３４５
）
課

長 送送当送議

移移担移

１２ 第送
例
条。

を事を

し又

２で送 は のの公移 条た

年

号日印

第、

文

２
の
そ

当

にま担

求り、

請なは

はに

て等 考い。課

つす
受わ

を合

送い

移問

、お

局けお

をし務受に

けせ

た施北る

実等たけ し

た

道
海

北

日関道当

機海担

を 内

務

話事話

電会電

議

した の 項知容し ５通書

。称由 いす

理 おま名

に
日

月
第
条

同
る

す
用

準
て

室っ

根あ
の

様求
請
示

開

送
移

案
事

議。

道い

海さ

北だ

たく

お
に
長

議
会

年

局

示業

開工

て本

い日

月

項
１

課

日））

線線

内内

と
の

次
、

り
よ

に
定

規
の

業書

漁文

区公

海た
り

お

会、

員て

委い

整つ

調に

月報
情
道

第年長海

会北

書
知

通

一
八
六

定格

決規

開
公

移
を
案

事

）

を４

等

例

号日条 印



５

平 備成
十
三
年
四

北 海

理意

れす第る

２３４

上てる北
に当 見

記い情海条由担

文の情よ事 書

公る報道

書内報りの務

道 公 報

件開示又 本公開１ 報の

示例定

は 関開条決公 に

係書内

る請第に

文 す
情求
報に条る容

第

開
公

報
情

道
海

北

号

記
別

別
第 記
９ 第
号 ８
様 号
式

式
様

次９
の第

月
二
十 考四
日

火

曜

記開示等 提

に容公開局

関例す先

録に条を） 出

さ

名

が係第意

の

－話
電

〒

」称 録公項書

記る２見

を定よ

れ書規に

さ文の
り

文のよ、

公次にり

た
よ意

つにご

に由、

書理

づ
基

に
例

条
てり見年

い

に条

区
海年

室
根

様

、
き

次関

公

５）
の係

文

様書 式

の を

開

え
加

示

るに 。

る
係

日 ）

格
規
業
工
本
日

月

示示お

開開を

）
線
内

日

がるし

求すき

請を聴
にので

りとすま

あこま
返

たし、ご

し対でに

ま
北く

、紙送

。て別

委日

整
調

業月

漁

海公だ

第年長と

会の

会次

員に

月

り
お

書
会

照
見

意

のおて

２なし
載

注

）
４

意

反
２３

は２だ

欄、く

情書い

道文さ

意
示
対
開

日印

連年文
は

公
又
１

。

紙
別

漁住氏

区
海
室
根

号

、
当で。

該欄い

、のさ

る
す

で印
印○

○を
を」

方有

定思
決見

でん
ん囲
囲で

に示示 障障 の

開支開支

れれ ああ 対有ささ がが
と由

部理 るる す無るる

の
容 月

先書

絡内

ると分

あ
の
会
照

で称 け
付

名 日

整
調所名

業

の

会そそ

員人人

委法法

様団団

のの

長他他

会の
ああ

にに

体体

定
決

示
開

の
書

文
公

。は
いに
さ合

だ場
くだ

の
３

、

一 欄

八 に

七

無
有

具業

を工

見本

意日

い

号つ

番に

話件

電た
っ っっ

回
り
お

と
の

次
、
て

務称

事名

、、

はは

てて

業者

事表

は代

又び

所及

月所名

の氏

所の

年

書
見

意
る

係
に

的格

体規 ）

。
す

ま
し

答

）

記４

に 日）
地
在



事
当

担備

５６

北 海

示示

開号開開

番
２３４

施 年を実 定定

を 決決

示

道 公 報

す停で１ たのかを行の

おの起る止、

公とこら

了

書り開算こが御公 文

がさ承

文 の公示しとな
でれく書

開文決て

示書定

請のに日きなだ

第

年

号

第
記

別
平号
成様

十式

三
年第

四

す

月し

話
電

等考

局
務 ９の

年
び由日

及理る

日た っい名

求開不以まかさ

がにがた。

に示服内す
き

い定あ、、と称 つ決
し場海示は
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